








































富山大学人間発達科学部紀要 第12巻第2号：129－134（２０１８） 資 料
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The purpose of this paper is to investigate the meanings of lesson plans by reflecting items or roles of them in
mathematics class at the age, and clarifying some their features. At first, we explore the component of lesson
plans. Secondly, we analyze lesson plans involved in some papers in “Journal of Mathematical Education” with
respect of three terms of today, 25years ago, and 50years ago. As a result, in items of lesson plan, the “evaluation”
is not include in 50 years ago but is an increasing tendency recently. The “teacher's activity” is also a gradual de-
crease. The “introduction” or “discussion” is given priority in the lesson stage.
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時期 割合 時期 割合
第1期 30.0％ 50年前 40.0％
第2期 59.6％ 25年前 82.5％







第1期 80.0％ 90.0％ 80.0％ 0％
第2期 57.9％ 87.7％ 50.9％ 15.8％
第3期 25.0％ 50.0％ 42.0％ 33.3％
表9 指導展開過程
導入 自力解決 練り上げ まとめ
第1期 22.2％ 11.1％ 0％ 33.3％
第2期 86.0％ 17.5％ 35.1％ 56.1％
第3期 100.0％ 58.3％ 66.7％ 58.3％
表10 段階を設定する概念
時期 教育概念 数学概念
第1期 22.2％ 77.8％
第2期 65.5％ 34.5％
第3期 66.7％ 33.3％
教育的概念かで段階が立てられているかをまとめた
のが表10である。
例えば，数学概念では，問題解決過程に従って，
「問題をつかむ－解法の計画を立てる－計画に基づ
いて実行する－まとめ・発展させる－練習」という
ようなものである。また教材内容に従って，「ダイ
ヤの形を作るという本時のめあてをつかむ－平行四
辺形をダイヤの形にする見通しをたてる－ダイヤの
形を作り，ひし形の定義を知る－ひし形を作図し，
本時の学習をまとめる」というものである。
一方，教育概念では，「問題提示・課題把握－自
力解決－集団討論－振り返り」「つかむ－掘り起こ
す－深める－広げる」「つかむ－しらべる－くらべ
る－まとめる－あてはめる」である。
50年前では数学概念による展開過程を設定して
いたが，25年前からは教育概念を中心に段階が設
定されているようになっている。これは，自力解決
や練り上げのような学習活動が重視されるようになっ
てきた傾向を反映していると言える。
Ⅵ おわりに
本稿の目的は，本稿の目的は，算数・数学科にお
ける学習指導案の項目やその役割を振り返るととも
に，年代別の特徴を明らかにすることによって，学
習指導案の意義を検討することである。まず学習指
導案の構成要素について概観した。次いで，『日本
数学教育学会誌』に掲載された論文の中で，学習指
導案が含まれている論文を分析対象とし，50年前，
25年前，近年の3つの区分で比較を行った。その
結果，授業目標は25年前から含まれ始め，近年で
も続いている。学習指導案の項目では，50年前は
「評価」に関する項目はなかったが，最近は増加傾
向であり，「教師の活動」に関する項目は漸減傾向
である。展開過程では，「練り上げ」や「導入」に
重点が置かれるようになってきた。25年前から数
学概念ではなく，教育概念で展開過程を構成するよ
うになってきた。
今後の課題としては，今回は日本数学教育学会誌
に限定したが，さらに範囲を広げて調査をすすめる
とともに，現在の学習指導案についてもどのような
傾向であるのか調べていく必要がある。
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